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微小光共振器中での連鎖的な四光波混合によって発生するマイクロ光コムは，集積可能で繰り

返し周波数が高い光周波数コム光源として従来のコム光源の応用範囲を拡張出来ることが期待さ

れている[1]．その応用の一つとして，低雑音なミリ波・テラヘルツ波発生があるが，コムの性質

を利用しての超低位相雑音化が可能な一方で，出力周波数の可変範囲が高々数十 MHz 程度に留ま

るという課題がある．本研究では， マイクロ光コムに位相同期した 2 本の CW レーザを利用する

ことで[2]，マイクロ光コムと同程度の位相雑音性能と広い周波数可変幅を両立したテラヘルツ波

信号源が実現できることを示した． 

Fig. 1(a)に実験系を示す．まず，励起光周波数を単側波帯変調器によって高速掃引し，リング共

振器の共振周波数に短波長側から近づけることでマイクロ光コムを発生した．発生したコムの励

起光の短波側にある一次のサイドバンド光をフィルタし，単側波帯変調器で周波数シフトされた

スレーブ光と共に受光器で検出した．ここで，得られたビート信号周波数を特定の周波数（fcontrol）

に一致させるようなフィードバック制御を組み，制御信号をスレーブ光側の単側波帯変調器に加

えた．この際に，励起光とスレーブ光の一部を出力とすることで，出力信号位相雑音のマイクロ

光コム繰り返し周波数雑音への同期と制御周波数 fcontrol を変更することでの出力周波数調整を可

能とした．Fig. 1(b)に出力周波数の時間変化を示すが，制御起動時（青背景）に出力周波数が安定

化されたことが分かる．また，Fig. 1(c)に示したように調整周波数の変化に出力周波数が良く追従

し，300 MHz 以上の連続的な掃引が出来たことが分かる．出力周波数の可変範囲は 20 GHz 程度

まで拡大できた．講演では，位相雑音性能等の詳細についても議論する． 

 

 
Fig. 1(a) Experimental setup. (b) Output frequency versus lock states. (c) Output frequency versus tuning frequency. 
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